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国
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た

８
０
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
や
地
元
の
皆
さ
ん
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
多
く
の
方
々
に
感
謝
し
、
今

回
の
縁
が
末
永
く
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
、
11
月
４
日
、
小
川
小
学

校
で
五
縁
（
ご
縁
）
ま
つ
り
を
行
い
ま

し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
唐
津
焼
や
、

弥
富
の
そ
ば
打
ち
、
赤
米
の
リ
ー
ス
、

絵
手
紙
作
り
な
ど
を
通
じ
て
、
須
佐
・

田
万
川
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

を
元
気
に
し
よ
う
と
願
っ
た
「
も

ち
つ
き
大
会
」
や
、
プ
ラ
ン
タ
ー

に
花
植
え
を
し
「
被
災
地
を
花
で
飾
ろ

う
」
と
一
つ
ず
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
仮
設
住
宅
や
被
害
の
大
き
か
っ
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
阿
北
苑
や
小
川
小

学
校
、
育
英
小
学
校
に
届
け
ま
し
た
。

ま
た
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
乗
車
や
魚
釣
り
ゲ
ー

ム
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
足
つ
ぼ
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
、
食

事
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や

復
興
と
感
謝
の
五
縁
ま
つ
り

全町
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豚
汁
、
綿
菓
子
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
が
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
駆
け
つ
け
た

方
々
か
ら
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
地
域
社
会
で
は
、
血
縁
、

地
縁
、
社
縁
…
、
と
い
っ
た
こ
れ

ま
で
地
域
社
会
を
支
え
て
い
た
縁
が
薄

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
無
縁
社
会
」

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
地
域

社
会
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
、
酷
暑
の
中
で
汗
を
流
し

な
が
ら
無
償
の
奉
仕
作
業
を
さ
れ
る
姿

を
目
に
し
、
地
域
住
民
の
方
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士

や
地
元
の
方
同
士
の
た
く
さ
ん
の
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
人
と
ひ
と
と
の
つ

な
が
り
と
温
か
さ
に
感
謝
せ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
７
月

28
日
の
記
録
的
豪
雨
は

「
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
大

雨
」
と
表
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
後
す
ぐ
に
、
被
災

家
屋
の
泥
の
除
去
、
ガ

レ
キ
処
理
作
業
の
応

援
、
支
援
物
資
を
全
国
各
地
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
の
大
災
害
か
ら
４
か
月
余
り
経
過
し
、
少

し
ず
つ
町
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

活
応
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
組
合
の
方
か

ら
い
た
だ
い
た
木
材
に
、
習
字
ク
ラ
ブ
の
方

が
名
前
を
入
れ
、
最
後
に
小
学
生
に
飾
付
け
を
し

て
仕
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

11
月
に
は
、
こ
う
し
て
た
く
さ
ん
の
方
々
で
つ

な
が
れ
た
表
札
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
仮
設
住

宅
の
入
居
者
に
届
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
集
会
所

で
茶
話
会
も
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

さ
ん
の
声
を

聴
き
、
地
域

の
方
々
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
ま
た
応

援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
復
旧
・
復
興
に
向

け
て
歩
ん
で
い
き
ま

す
。 ■

萩
市
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー

今、

甚皆 生



萩萩萩

世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を

10
月
３
日
、
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
は
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
皆
さ
ん

に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
仕
分
け
作

業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
な
ゴ

ミ
袋
で
30
袋
以
上
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
や
っ
ぱ
り
外
に
出
て
皆
と
活
動
し
な
い

と
ね
～
」
と
、
話
を
し
な
が
ら
楽
し
く
進

め
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま
し

た
。約

10
か
月
の
間
に
集
め
ら
れ
た
キ
ャ
ッ

プ
は
、
６
１
４
㎏
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ

の
売
却
益
は
、
約
６
４
５
人
分
の
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
と
な
り
、
発
展
途
上
国
の
子
ど

も
た
ち
を
救
う
笑
顔
の
贈
り
物
と
な
り
ま

す
。
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万万川川
田田万川
田

７
月
28
日
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
は
、

困
り
ご
と
や
生
活
の
し
づ
ら
さ
、
雨
天
時
の
不
安
な

ど
を
抱
え
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
社
協
で
は
、
被
災

さ
れ
た
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
訪
問
し
て

話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

11
月
８
日
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

佐
藤
大
地
さ
ん
か
ら
、
東
北
大
震
災
に
お
け
る
仮
設

住
宅
や
生
活
支
援
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
問
し
た
と
き
に
気
を
付

け
る
こ
と
な
ど
、
生
活
相
談
支
援
員
と

し
て
の
心
構
え
や
役
割
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
生
か
し
、
生
活
相
談

支
援
員
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

118
生
活
相
談
員
研
修
会

つつみみ
むむつみ
む

今
年
２
月
に
開
所
し
た
「
む
つ
み
地

域
世
代
間
交
流
拠
点
施
設
」
で
は
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
が
毎
週
月
曜
日
に
開
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、

手
巻
き
寿
司
や
松
茸
ご
飯
、
焼
き
肉
な

ど
の
材
料
を
持
ち
寄
っ
て
、
一
人
ひ
と

り
が
で
き
る
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
読
み
札
を
歌
っ
て
、
絵

札
を
探
し
て
取
る
「
歌
か
る
た
」
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

し
た
。

む
つ
み
地
域
の
ど
な
た
で
も
、
ま
た

突
然
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

1111

旭旭旭

地
域
の
魅
力
を
再
発
見

毎
月
１
回
開
催
し
て
い
る
旭
大
学
で
は
、
高

齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
、
積
極
的

に
社
会
参
加
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

10
月
の
テ
ー
マ
は
『
地
元
の
い
い
と
こ
ろ
探

し
』
で
、
い
つ
も
の
座
学
を
は
な
れ
、
青
空
の

も
と
、
萩
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
パ
ー
ク
オ
ー
ト
キ

ャ
ン
プ
場
に
出
か
け
ま
し
た
。

「
免
許
が
な
く
て
も
大
丈
夫
」
と
言
い
な
が

ら
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
ト
に
試
乗
し
、
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
た
ち
ま

ち
笑
顔
に
変
わ
り
ま
し
た
。

「
場
所
と
名
前
は
知
っ
て
い
た
け
ど
、
こ
ん

な
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
」
と
、
誰
で
も
気
軽

に
利
用
で
き
る
い
い
場
所
が
再
発
見
で
き
た
よ

う
で
す
。

104
ひ
だ
ま
り
の
里
　
サ
ロ
ン
活
動
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社協からの声かけをきっか
けにふれあいサロン「ぬくも
り」を立ち上げ、地元の女性
部で活動していたところ、弥
富地区福祉活動推進委員会の
お世話もすることになりまし
た。

例えば花を植えたり、野菜を作ったりするとき、
参加者の皆さんには体調に合わせた作業をして楽し
んでもらっています。また、弥富地区70歳以上の方
を対象としたお買物ツアーで、皆さんに“だんらん”
の場の提供をしています。

笑い声がたくさん聞こえるようになったり、年１
回位しか会えなかった人にも毎月会えるようになっ
たりと、こんなことが皆さんのストレスの発散に役
立っているのだと、最近つくづく思います。そして、
皆さんの笑顔がたくさん見たくて、これからも出会
いを大切にし、自分らしく活動を続けていけたらい
いなと思います。

「笑顔」が生きがい
（須佐・弥富５区／63歳）
長尾　富子さん

平成22年度から３年間、小
地域福祉活動推進地区のモデ
ル指定を受け、10人の委員で
活動を続けてきました。

これまで、地域住民との座
談会の中から関係機関への要望や地域課題の把握に
努め、これを整理分析し、民生委員や福祉員、老人
クラブ、婦人会の方々と解決に向けて協議してきま
した。また、一人暮らしの高齢者への誕生月訪問活
動では、一人ひとりが抱える切実な課題も見えてき
ました。

指定期間の終了後は、自主活動として委員も12人
となり、継続している課題や新たな課題の解決に向
けて、行政や関係機関と共同歩調をとりながら進め
ていきたいと考えています。そして、地域内で明る
く元気な姿が多く見られるように活動を推進してい
きます。

地域を元気に！
（福栄・紫福長尾／76歳）
服部　和夫さん

皆さんの元気と笑顔が一番です。

2004年、栃木県小山市で３歳と４歳になる可愛ら
しい兄弟が何度も父親の友人から暴力を受けていま
した。そして９月11日、再度散々暴行を受け、息も
絶え絶えの状態で橋の上から川に投げ込まれて幼い
命が奪われるという痛ましい事件が起きました。

2005年、同市の「カンガルーOYAMA」という団
体が、二度とこのような事件が起こらないようにと
願いを込めて、子ども虐待防止を訴えるオレンジリ
ボン運動を始めました。オレンジ色は子どもたちの
明るい未来を表し、子育てを暖かく見守り、応援す
る意志のあることを示すマークです。

昨年度に全国の児童相談所では、66,807件の児童
虐待相談があり、22年間で約60倍にもなっています。
また虐待による死亡
事例は、年間50件を
超え、その８割以上
が３歳までの幼い子
どもです。

地域の文化や生活様式がよく似てい
る小学校区程度の小地域福祉活動推
進委員会で、楽しく活動しています。

1975年12月９日、国際連合
の第30回総会において「障害
者は、その障害の原因、特質
及び程度にかかわらず、市民
と同等の基本的権利を有する」
という障害者の権利に関する
決議が採択されました。こうして、障害のある人た
ちの基本的人権に関する指針を世界各国に示し、
1981年を「国際障害者年」と定め、「障害者の日」
の制定を提案してきました。

また、1992年の国際連合の総会において、1982年
12月３日に「障害者に関する世界行動計画」が採択
されたことを記念して、毎年12月３日を「国際障害
者デー」とすることが宣言されました。

日本においては、1980年に厚生省国際障害者年推
進本部が、12月９日を障害者の日とすることを決定
しました。

障害者の日12 9オレンジリボン運動
Ⓡ



氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額

林　幸雄 土原３区の２ 母／サエ子 金一封
山根　茂伸 三見浦５ 母／ミスヱ 金一封
藤田　利男 越ヶ浜５区 母／ハルコ 金一封
金子　安正 沖原 母／里子 金一封
井上三枝子 玉江浦１区の３ 夫／一良 金一封
北國　武志 見島12区 弟／伸治 金一封
木村　浩介 見島11区 父／太一 金一封
山野　勇 見島４区 父／勇次 金一封
弘中　保貴 見島５区 父／喜久男 金一封
佐伯千鶴子 松本市の２ 夫／節夫 金一封
込山　ウメ 椎原の１ 夫／久二 金一封
佐伯　浩二 山陽小野田市高栄 母／美智江 金一封
藤原　悟 堀内１区の１ 母／重子 金一封
都志見睦生 堀内２区の４ 父／久令男 金一封
枇杷木徹也 前小畑２区の３ 母／諄子 金一封
山根　知之 三見浦４ 父／宏一 金一封
長富　光造 北古萩１区の１ 妻／靖子 100,000円
冨元　正明 北古萩１区の１ 父／俊明 金一封
田邊　良将 川島１区の２ 祖母／西田スエ子金一封
刀禰 光世 浜崎４区の１ 母／シヅコ 金一封
中村　元次 三見浦４ 妹／本常春子 金一封
東條冨美子 上野の２ 母／堀本方子 金一封
上領　和子 堀内１区の１ 夫／輝一 金一封
南野美智子 米屋町の１ 夫／淳哉 金一封
長谷　智隆 恵美須町の２ 父／智 200,000円
中村　明 越ヶ浜６区の２ 妻／康子 金一封
岸　美穂子 古萩町の１ 夫／長範 金一封
三村　就之 玉江２区の２ 妻／スミ子 金一封
三輪　俊秀 城東中区の１ 妻／妹由美 金一封
宮内　知江 大井門前 夫／信和 金一封
吹上　正一 浜崎４区の１ 母／キヌエ 金一封
飯田　光三 三見浦４ 母／ヒサコ 金一封
久保志津惠 椿町の３ 夫／與次 100,000円
金築　順子 雑式町 夫／和久 金一封
田中　敦志 大島赤穂瀬先 父／又穗 金一封
細田　英生 三見浦２ 父／伊三夫 金一封
刀禰 裕 恵美須町の１ 父／兼一 金一封
神田　勉 三見飯井 妻／一二三 金一封

蛎屋　芳己 倉江の２ 父／幾蔵 金一封
田中　克佳 大井港浜の１ 父／金作 金一封
中村　米子 三見浦４ 夫／茂 金一封
前田　祥子 無田ヶ原の１ 夫／春樹 金一封
番屋　春吉 沖原 妻／純恵 金一封
伊藤　讓一 大島猪之坂 母／ハルコ 金一封
松本　操 見島８区 夫／力 金一封
藤原　義雄 中津江の１ 妻／ヌイ 金一封
三村　初枝 無田ヶ原の３ 母／綿屋スエコ 金一封
松野　吉秀 御許町の２ 妻／泰子 金一封
三浦　元次 三見浦４ 母／文子 金一封

能美　聡 川上山田 父／毅 金一封
横山　重信 共栄 母／君子 50,000円
江舟　浩行 佐古 母／アサヨ 金一封

梅津　尚年 江津 妻／繁子 金一封
大谷　和男 小川５区 父／政雄 金一封
佐藤　優 静岡県富士市 父／稔 金一封
三好　景子 須佐地 父／重美 金一封
栁井　一郎 下本郷 母／チエ子 金一封
村田　智子 小川１区 父／勝正 金一封
須川　義久 小川18区 母／久子 金一封
原　三郎 小川14区 妻／スミヨ 金一封

須保　元典 尾の坂 母／節子 金一封
山本　善継 尾の坂 父／隆夫 金一封
矢次　健治 市下 妻／ミチ子 金一封

伊藤　正久 中畑 父／清久 金一封
松本　亀次 野頭 弟／茂 金一封
北谷　拓之 山根丁西 父／心一 金一封
品川　静江 上三原 夫／隆美 金一封
古田　秀雄 下三原下 母／桃子 金一封
中村　信市 押谷 母／ツル子 金一封
和田紀久子 愛媛県松山市 母／木村弘枝 金一封
伊藤　和子 青葉台 母／幸江 金一封
伊藤　和子 青葉台 父／秀夫 金一封
堀　博久 入江 父／英博 金一封

萩

寄付者の承認を得たもののみを掲載しています。
※平成25年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）
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須　　　佐

川　　　上



山口銀行萩支店行員一同 東田町東区の２ 180,000円

匿名 20,000円
山本　智子（旧姓 水浦） 湊 金一封

片俣八幡宮祭り実行委員 2,000円

田村　雅利 青葉台 見舞返し 金一封
茂刈　百合子 横屋丁 見舞返し 金一封
匿名 10,000円

服部　正子 紫福長尾 20,000円

衣類 村田　智子 小川１区

氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額

田　万　川

む　つ　み

萩 須　　　佐

田　万　川
氏　　名物　品　名 住　所

ポータブルトイレ 鈴川　和代 浦中
須　　　佐

氏　　名物　品　名 住　所

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源となっています。どうかご協力ください。（香典返し・一般寄付合計 100件4,432,000円）

伊藤　幸一 北谷 母／ツル子 金一封
吉田　満 弥富５区 母／喜美子 金一封
見戸　隆 浦中 母／君代 金一封
岩本　守生 下三原上 母／ツチヨ 金一封

河村　時也 見定下切 祖母／テルコ 金一封
永田　稔夫 小野山 父／文貞 金一封
伊藤　一示 見定下切 父／一行 金一封

岡　百合枝 堂ヶ市 夫／馨 金一封
山中　茂樹 紫福長尾 父／清和 金一封
河野　忠徳 堀越 母／米子 金一封
新屋　秀雄 杉原 母／ツル 金一封
石川　明男 黒川 母／ヒサ子 金一封
山本　哲義 吉田 父／善一 金一封
白神　邦雄 鎌浦 妻／美惠子 金一封

福　　　栄

福　　　栄
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第２回 明るく、楽しい介護川柳の募集
介護の中でふと感じる気持ち、思わず笑ってしまっ

たり、しあわせを感じたり、普段は言えないことなど
の川柳を募集しています。
●応募締切 12月11日（水）
●応 募 数 １人３句まで（自作で未発表のもの）
●応募資格 市内に在住または通勤、通学している方

（介護の経験は問わない）
●応募方法 応募用紙は自由。（住所、氏名、電話番号

を明記のこと）
●表 　 彰 第４回高齢者虐待防止研修会で表彰し、

優秀作品には市内共通商品券を贈呈
●応 募 先 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

萩 社 協 職 員 募 集
次のとおり萩市見島保育園の職員を募集します。

●職種・募集人員 保育士　１人
●受 験 資 格 昭和48年４月２日以降に生まれた方

で、保育士資格を有し、保育士の職務
経験（幼稚園での教員の経験も含む）
が３年以上ある方（採用後、見島に居
住できる方）

●募 集 期 間 平成25年12月10日（火）～
平成26年１月10日（金）

●試験日・試験内容 平成26年 1 月26日（日）
作文・面接

●採用予定日 平成26年４月１日
●応 募 方 法 次の提出書類を郵送または持参
●提 出 書 類 ①市販の履歴書（写真添付）

②最終学校卒業証明書
③保育士証の写し
※郵送の場合 当日消印有効
※持参の場合 募集期間中の土・日曜
日、祝日、12月29日～１月３日を除
く午前９時～午後５時30分まで

●問 合 せ 〒758-0041 萩市江向356-3
萩市社会福祉協議会総務課
電話0838-22-2289
※萩公共職業安定所へ求人票を公開

第４回 高齢者虐待防止研修会
高齢者虐待への理解を深め、高齢者や介護者を見守

り、支え合う地域のあり方について皆さんで一緒に考
えましょう。
●日　　時 １月26日（日）13:30～15:30
●場 　 所 サンライフ萩
●講　　演 「介護現場における権利擁護について

～高齢者虐待と成年後見制度～」
伊勢嶋英子さん

（山口芸術大学保育学科介護福祉コース）
●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

旭

前号６ページに、次のとおり誤りがありましたので、お詫び申し上げ、訂正いたします。
（正）寄付者　三井　淳司様　大井浦下 （誤）大井港下
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